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 1 9 9 9 年 1 0 月 1 2 日、パキスタンでムシャッラフ（M u s h a r r a f）陸軍参謀長の指
示により無血軍事クーデタが発生し、ナワーズ・シャリーフ ( N a w a z  S h a r i f )政権が
崩壊した。クーデタの引き金は、スリランカ訪問中のムシャッラフ陸軍参謀長をシャ





                    
 
第１節 「カシミール問題」とは 
１． カシミール問題の背景と概要  
 「カシミール問題」とは普通にはインドとパキスタンの間の領土問題であるカシ  
ミール争奪戦のことをいう。1947 年８月、イギリス領インド帝国がインドとパキス  
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  図１ カシミール問題関係主要クロノロジ  ー
1 9 4 7 年８月  印パ分離独立。藩王国は印パいずれに帰属するか選択する
こととされた。  
1 9 4 7 年８月後半 パキスタン軍がインド側カシミールに越境。  
1 9 4 8 年５～1 2 月  第 1 次印パ戦争。  
1 9 4 9 年１月  国連調停により印パ間の停戦協定、調印。  
1 9 6 4 年  世界ヒンドゥー協会（VHP）、設立。  
1 9 6 5 年８月  パキスタン側ゲリラ、インド側カシミールに越境。第２次
印パ戦争に発展。  
9 月  国連調停により印パ間の停戦協定、調印。  
1 9 6 6 年 1 月  ソ連仲介でウズベキスタンのタシュケントにおいて印パ間
のタシュケント宣言、調印。  
1 9 7 1 年３月  インド第５回総選挙でインディラ派国民会議派、圧勝。イ
ンディラ・ガンディ－政権、成立。  
1 2 月  第 3 次印パ戦争。  
1 9 7 2 年７月  インド側カシミールのシムラーで印パ間のシム
ラー合意、調印。印パ間のカシミール「実効支配
線」（ Line of Actual Control= LOAC ないし
Line of Control=LoC）、決定さる。  
1 9 7 7 年７月  パキスタンでクーデタによりジアー・ウル・ハック軍事政
権、登場。パキスタンの「イスラーム化」に着手。  
1 9 7 8 年４月  アフガニスタンで共産革命。反革命ムスリム（イスラーム
教徒）急進派勢力などのパキスタン流入、始まる。  
1 9 7 9 年 2 月  イランでイスラ－ム革命。  
1 2 月  ソ連軍、アフガニスタンに侵攻し、進駐を開始。  
1 9 8 0 年１月  インド議会下院選挙でインディラ・ガンディー政権、復活。 
1 9 8 4 年７月  インドのガンディー首相、ジャンムー・ -カシミール州の
ファールーク・アブドッラー主席大臣を解任。  
1 9 8 7 年３月  インド・カシミール州議会選挙でコミュナル対立、悪化。  
 1 9 8 9 年末までにはインド側カシミールでムスリム（イス
ラーム教徒）の反インド暴動、激化。  
1 9 8 9 年２月  ソ連軍、アフガニスタンからの撤退を完了。  
1 9 9 0 年１月  ファールーク・アブドッラ－，ジャンムー・カシミール州
主主席大臣を辞任。同州に州知事統治令。  
７月  ジャンムー・カシミール州に大統領統治令。  
1 9 9 2 年 1 2 月  北インドのアヨーディアで熱狂的ヒンドゥー教徒達がイス
ラーム教のモスク「バーブリー・マスジッド」を破壊。  
1 9 9 3 年１月  インド側ジャンムー・カシミール州でムスリム独立派勢力
と治安部隊との大規模武力衝突。  
1 9 9 8 年 3 月  インドの第 1 2 次下院選挙でヒンドゥー至上主義のインド
人民党（BJP）が第 1 党となり、BJP 連立政権が発足。  
1 9 9 9 年５月  印パ両国の核実験、実施。  
1 9 9 9 年５～７月 インド側カシミールのカールギルで印パ両軍の大規模砲撃
戦。  
     7 月  パキスタン軍・民兵、カールギル地域からの撤退をほぼ完
了。  
1 0 月 1 2 日  パキスタンでクーデタによりムシャッラフ軍事政権、登場。 
1 3 日  インドで第 1 3 次国会下院選挙を通じてヴァジペイー B J P
政権、登場。  
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 パキスタンは、イギリス領インドの中でムスリム（イスラーム教徒、M u s l i m）が
人口の過半数を占める地域から成るムスリム達の国として独立した。これに対して
インドの場合は、特に「ヒンドゥー教徒（以下、ヒンドゥー、 H i n d u）達の国」と
して独立した訳ではなく、「多民族・多宗教国家」として「セキュラリズム」
（ s e c u l a r i s m  ―  「世俗主義」または「政教分離」または「非宗教主義」）を国是と
して運営されることになった。このような印パ両国の宗教がらみの国家理念の相違
が特にカシミールでぶつかり合ってきたのである。  
 1 9 4 7 年の印パ分離独立前の時点（ 1 9 4 1 年）ではカシミール住民の 7 7％がムスリ
ムで、ヒンドゥーは約 2 0％に過ぎなかった１。パキスタンはそれを根拠に、カシミー
ルはパキスタンに帰属すべきだと考えた。しかし、当時のカシミール藩王ハリ・シ















  全カシミール    ＝  222,236ｋ㎡               
 インド側カシミール  ＝   100,387ｋ㎡ （95,356ｋ㎡）※  
 パキスタン側カシミール  ＝ 78,114ｋ㎡ *  
（下記の「自由カシミール」＝56,003ｋ㎡）※  
 中国側カシミール    ＝  37,555ｋ㎡（中国領ラダック）  
                               +  5 , 1 8 0ｋ㎡（ 1 9 6 3 年にパキスタン
が  






3 7 0 条下の特別州）パキスタンは
I n d i a - O c c u p i e d  K a s h m i r＝ I O K と
呼ぶ。）  
アーザード（独立）・カシミール








5,987,389 人 **（1981 年）  
772 万人（1989 年推計） *** 
258 万（1991 年）※  
 
(注 ) *下記の出所①はインドのものであるため、この数値にはギルギット（ G i l g i t）
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地域が含まれている。しかし、パキスタン政府はギルギットを「北方地域」
（N o r t h e r n  A r e a s）としてバルティスターン ( B a l t i s t a n )とともにインドとの係
争地カシミールには含まれないとしている。  
**うち 3,843,451 人がムスリム、1,930.448 人がヒンドゥー（出所③より）。  
***（出所③）より。  
※ 三つとも出所は②。  
（出所）（下記の出所①、②以外は③及び諸報道記事より作成）① Illustrated 
Weekly of India, A p r i l  2 8 , 1 9 8 5 .② G o v e r n m e n t  o f  P a k i s t a n ,  Fact-sheet on 
KASHMIR, http://www/pak.gov.pk/personal/kashmir/facts-kashmir.htm, 








つの州 (ジャンムー・カシミール [ J a m m u  K a s h m i r ]、以下、カシミール州 )とし、第






 しかし、中央政府の影響力が急速に強められていくなかで憲法第 3 7 0 条は形骸化
していった。カシミール州の主席大臣シェイフ・アブドゥッラー ( S h e i k h  A b d u l l a h、
1 9 0 5－ 8 2 年 )はムスリムではあったがカシミールのパキスタン帰属は望んでいな
かった。とはいえ彼はカシミールの自治権確保・拡大を重視し、当時のネルー首相
等インド政府によって頻繁に投獄されるなど弾圧された。その息子ファールーク・
アブドゥッラー ( F a r o o q  A b d u l l a h )主席大臣も決してパキスタン合併論者ではな
かった。しかし彼もカシミール自治権拡大問題でインド政府と対立してインディ
ラ・ガンディー政権の強権政治の下で頻繁に投獄され、1 9 8 4 年には主席大臣を解任
された。  
 1 9 8 7 年のカシミール州議会選挙ではムスリム達と非ムスリム達（主にヒンドゥー
達）との亀裂が深化し、ムスリム住民達の反乱が激化していった。1 9 8 9 年になると、
1 1 月の連邦議会下院選挙を機にカシミール州でムスリム達による独立運動等の武
装闘争が頻発するようになっていった２。彼らは、「ムスリム･カシミーリー」（イス




せてきた。   
 1 9 9 6 年の第 11 次インド下院選挙で「インド人民党」（ B h a r a t i y a  J a n a t a  P a r t y,  
B J P）を主力とする連立政権が登場した。同政権はわずか 1 3 日で崩壊したものの、
ヒンドゥー至上主義政党 B J P が前回 9 1 年の下院選挙に比べて大幅に躍進、第一党
になったことは、カシミールのムスリム達にとって脅威であった。 9 8 年第 1 2 回下
院選挙では B J P を主力とする連立政権が再び登場した。 B J P は、形だけになって
しまった憲法第 3 7 0 条さえをも廃止してカシミールを完全にインドに統合すべきだ
と主張してきた。B J P のこの構想に代表される攻撃的なヒンドゥー至上主義が、特
にカシミーリー・ムスリム達を怯えさせてきた。不安定な政局の続くインドでは 9 9
年にも第 1 3 次下院選挙が行なわれ、 1 0 月 1 3 日に三たび B J P を主力とする連立政
権が登場した。選挙戦中に B J P のヴァジペイー現インド首相が「パキスタンなしで
はインドは（国家として）完結しない」３と言ったことなどのため、ヒンドゥー至




 パキスタン側カシミールは「アーザード（独立）・カシミール」（ A z a d  K a s h m i r、  




在である。                  






府勢力支援のためにインド側カシミールに潜入していると伝えられる 5。  
 1 9 7 8 年、アフガニスタンで一種の共産主義革命が発生し、翌 7 9 年に当時のソビ
エト軍がアフガニスタンに侵攻した。アフガニスタンの反共産勢力はアメリカ、パ












 パキスタンの「建国の父ジンナー」は「二民族論」 ( T w o - n a t i o n  t h e o r y )という政
治理論によって 1 9 4 7 年のパキスタン建国に成功した。これは、「インド亜大陸の住





 パキスタンはインドほどではないが、やはり多民族（ e t h n i c  g r o u p）国家であり、
主要民族以外の弱小民族集団も含めると 2 0 数の民族からなる。そのようなパキス
































在なお土地所有に基づくものだということがある。パキスタンの下院議員 2 1 7 人の
うち８～９割は大地主 10ないしその家系の者だと言われる。今回のクーデタで倒さ
れたナワーズ・シャリーフ首相はパキスタン初のビジネスマン首相であったが、彼














感に感じ取っていた者もいた。その一人がカラーマット（ K a r a m a t）元陸軍参謀長
であった。彼は 1 9 9 8 年 1 0 月に或る演説で、軍の国政参画の制度化を目指す「国家














 1 9 6 5 年８月、またしてもカシミールでの地域紛争から第２次印パ戦争となり、今
回もまた国連の調停で停戦協定が調印された。しかし、なおも両国は本格的関係改
善のないまま、1971 年 12 月の第 3 次印パ戦争に突入した。  
 上述の第１次、第２次印パ戦争はいずれもカシミールを火種としていた。しかし、








キスタンの政治･経済･社会牽引の主役であるパンジャービー（P u n j a b i）民族（約
１億 4 0 0 0 万の国民の 6 割前後を占める）にとってインドは妥協し得ない宿敵なの
である。  
 その後、1 9 9 8 年５月の印パ双方の核実験実施により印パ関係は極めて危険な状況






















 第３次印パ戦争後 1 9 7 2 年７月に印パ両国間で調印された「シムラー合意」
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